

















In  an intercul tural  approach,  i t  i s  a  central  ob ject ive  o f  language  educat ion  to 
promote the favorable  development of  the learner’s  whole  personal ity  and sense 
of  identity in response to  the enriching experience of  otherness in language and 






（National Curriculum Standards（2018: 143-144））。次セクション以降，筆者らが異文化理
解に関して授業の中で実践した報告を行っていく。
外国語教育における異文化理解の実践的アプローチ
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また，日本人学習者，特に大学生の多くは，高校までの英語教材で native speakers によって
話される英語には慣れているが，non-native speakers によって話される英語に触れる機会は少
ないように見受けられる。世界における英語使用について Crystal（2003）は Braj Kachru によっ
て提言された The three ‘Circles’ of  English のモデルを紹介しており，このモデルでは，3 つ





と推計されている。また，British Council の世界の英語話者に関するデータ 1 によると，世界人
口が約 72 億人と推定され，そのうち英語を話す人口は 15 ～ 20 億人で，内訳は約 3.8 億人（25％）
が第二言語として，7.5 億人（52％）が外国語として，そしておよそ 3.5 億人（23％）のみが母国
語として英語を話すとされている（図 1 を参照）。
1 実践活動用のテキスト『Global Activator: Your English, My English, World Englishes! 大学生のためのグローバル
時代の英会話』（金星堂）p. 11より British Councilのデータを引用している。
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図 1：世界の国際英語話者 Global English speakers in the world（塩澤・King, 2015）
すなわち，世界の英語話者は native speakers よりも non-native speakers の方が多いという実














ことを目的とし，英語の多様性（variety of  English）を通じて大学生の異文化理解力の育成を試
みた取り組みについて報告する。
3．2．実践活動内容




ては native speakers のような発音よりもコミュニケーションに重点をおいた活動を目指したた
め，授業用テキストは，『Global Activator:  Your English, My English, World Englishes! 大
学生のためのグローバル時代の英会話』（金星堂）を使用した。本テキストの特徴は，「国際英語論」
や World Englishes の概念を取り入れ，学習者自身が話す英語に自信を持たせ，積極的に言語活
動に参加できるように仕組まれている点である。収録されている英語の種類は native speakers








授業の進行手順としては，主にテキストの活動に沿って行った。各 Unit は，次の 7 つのセク
ションで構成されている：① TOPIC QUESTIONS, ② DIALOGUE, ③ EXPRESSIONS FOR 
INTERACTION, ④ WORLD ENGLISHES, ⑤ LISTENING AVTIVITIES, ⑥ READING 





なっている国や地域の variety of  English に加え，日本人による英語とアメリカ英語の 3 種の対
話を聴くことができる。したがって，native speakers と同様の発音の正しさにこだわるが故に積
極的に話すことをためらう学生や，native speakers のように発音したりアメリカ英語を聞き取っ
















でに聞き慣れていなかった variety of  English，特に Outer Circle（例えば，シンガポール，香港，
フィリピンなど）や Expanding Circle における英語（例えば，中国，韓国，メキシコなど）に関
しては，はじめのうちはそれらがあたかも不完全な英語のように聞こえていたようである。しかし
ながら，興味深いことに，Inner Circle の英語であるオーストラリア英語が使用された単元では，




あれば繰り返し native speakers の英語を手本として発声練習していく必要はあったが，国際英
語論や World Englishes の観点から日本の大学における教養科目としての外国語（英語）教育を
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